
町 田 市 教 育 委 員 会 第 ９ 回 定 例 会 

 

 

日 時  ２０１９年１２月２０日（金）午前１０時 
 

 

場 所  第３、４、５会議室 

 

 

議 題 

 

 

１ 月間活動報告 
 
 
２ 議案審議事項 
議 案 第 26号 学校支援ボランティアへの感謝状の被贈呈者の承認について 
 
 
３ 報告事項 
（１）中学校給食無料試食会について（中間報告）        《保健給食課》 
（２）町田市教育委員会いじめ問題対策委員会の調査報告について   《指導課》 
（３）ＩＣＴ教育フォーラムの開催について             《指導課》 
（４）「令和元年度東京都地域学校協働活動推進フォーラムin町田市」の開催につ

いて                            《指導課》 
（５）「第８回生涯学習センターまつり」の実施報告について 《生涯学習センター》 
（６）「第１３回文学館まつり」の実施報告について         《図書館》 
（７）「三島由紀夫展―「肉体」というsecond language」の開催について《図書館》 



月 日 曜

11 1 金 教育委員会第8回定例会 ○ ○ ○ ○ ○

研究発表会(小山ヶ丘小学校) ○ ○ ○

11 2 土
町田市プログラミング教育（Pepper社会貢献プログラム）成果
発表会（小学校）(町田市民フォーラム)

○ ○ ○

11 3 日 第44回町田市中学校連合演劇会（ひなた村） ○ ○

11 7 木 町田市立中学校連合音楽会-合唱-（町田市民ホール） ○ ○ ○ ○ ○

11 8 金 校長役員連絡会 ○

研究発表会(堺中学校) ○ ○ ○ ○

11 11 月 市教委訪問(小山田中学校) ○ ○ ○

11 13 水 東京都市教育長会定例会(東京自治会館) ○

町田市立中学校ＰＴＡ連合会ブロック会議
東ブロック（木曽中学校）

○

11 14 木 定例校長会 ○

11 15 金 市教委訪問(南中学校) ○ ○ ○

11 16 土 体力向上・パワーアップDAY！(小山中央小学校） ○

11 18 月
町田市立中学校ＰＴＡ連合会ブロック会議
北ブロック（金井中学校）

○

11 20 水 研究発表会(町田第五小学校) ○ ○ ○ ○

11 21 木 第2回町田市生活安全協議会 ○

11 22 金 小山中央小学校開校10周年記念式典(小山中央小学校) ○ ○ ○ ○ ○

11 25 月
町田市立中学校ＰＴＡ連合会ブロック会議
西ブロック（武蔵岡中学校）

○

都立町田高校学校運営連絡協議会 ○

11 26 火
令和元年度　中学生の「税についての作文」「税の標語」、小
学生の「税に関する絵はがきコンクール」「税の書道」表彰式
(ベストウェスタン・レンブラントホテル東京町田)

○

○
(11/27)

○
(11/28)

○
(11/27)

○
(11/27)

○
(11/28)

(11/29) (11/29)

11 29 金 市議会本会議（提案理由説明） ○

11 30 土
町田市プログラミング教育（Pepper社会貢献プログラム）成果
発表会（中学校）(成瀬駅前市民センター)

○ ○

町田市青少年健全育成地区委員会設立50周年記念式典(町
田市民ホール)

○

11 27 水
町田市公立小学校連合音楽会
※11/27～29　（町田市民ホール）

主　な　活　動　状　況
2019.11.1～2019.12.19

期日
活動内容

坂

本

教

育

長

後

藤

委

員

森

山

委

員

八

並

委

員

坂

上

委

員



月 日 曜

期日
活動内容

坂

本

教

育

長

後

藤

委

員

森

山

委

員

八

並

委

員

坂

上

委

員

12 4 水 市議会本会議（一般質問）12/4～6、9～10 ○

研究発表会（木曽境川小学校） ○ ○

12 10 火
町田市立中学校ＰＴＡ連合会ブロック会議
南ブロック（南中学校）

○

12 11 水 市議会本会議（質疑） ○

12 13 金
SNOOPY MUSEUM TOKYOオープニング内覧会(南町田グ
ランベリーパーク)

○

第58回東京都図画工作研究大会南多摩大会（稲城市立城
山小学校）

○

12 14 土 第11回中学生東京駅伝大会「チーム町田」結団式 ○ ○ ○ ○

中学校科学教育センター閉講式（教育センター） ○ ○ ○ ○

12 15 日
東京町田ロータリークラブ幼児画展表彰式(町田市立国際版
画美術館)

○

12 16 月
2019年議員互助会意見交換会(ベストウェスタン・レンブラント
ホテル東京町田)

○ ○ ○ ○ ○

12 17 火 定例校長会 ○



 

 

 

 

中学校給食無料試食会について（中間報告） 

 

弁当併用外注給食方式にて給食を実施している町田市立中学校１９校において、 

２０１９年９月から実施している中学校給食無料試食会の実施状況について、報告い

たします。 

 

 

１ 実施状況と参加率（詳細は別紙１のとおり） 

 ・実施期間   ２０１９年９月～２０２０年１月まで 

・実施済校   １５校（２０１９年１１月末現在） 

・参 加 率      ７９．５％ 

 ・不参加理由  食物アレルギー 

好き嫌いが多い 

給食を注文する予定がない など 

 

２ 無料試食会の実施に向けた取り組み 

 教育委員会の取り組み 

・全生徒にカラーチラシ（参考）を配付し、試食会の参加を呼びかけました。 

 ・まちだ子育てサイト、広報まちだ、まちだの教育に無料試食会の案内を掲載 

しました。 

 ・中学校ＰＴＡ連合会に無料試食会の実施について案内しました。 

  

学校の取り組み 

・学校だよりや学校ホームページに試食会実施の案内を掲載しました。 

・保護者会で周知を行いました。 

 

３ アンケートの主な意見（生徒） 

  試食会実施後、アンケートを行っています。現在、集計中です。 

 

 ＜改善要望が多かった項目＞ 

 ・給食の味付けを改善すること 

・献立のリクエストをとり、生徒の希望を献立に取り入れること 

・量が調整できること 

・温かいもの（汁物等）が食べられること 

 

【参考資料】 

・参考１ 無料試食会案内チラシ 

・参考２ 喫食率（２０１９年１０月末） 

報告事項－１ 

（保健給食課） 



中学校給食無料試食会　　実施状況及び参加率 別紙１

実施月 学校名 学年
申込割合
（学年別）

申込割合
（学校別）

実施月 学校名 学年
申込割合
（学年別）

申込割合
（学校別）

1年 79.4% 1年 93.5%
2年 65.5% 2年 84.2%
3年 62.4% 3年 89.9%
特支 59.1% 特支 66.7%
1年 83.2% 1年 85.9%
2年 69.9% 2年 85.1%
3年 70.2% 3年 82.8%
特支 88.0% 特支 89.7%
1年 90.9% 1年
2年 91.7% 2年
3年 91.0% 3年
特支 83.0% 特支
1年 90.5% 1年
2年 73.5% 2年
3年 74.5% 3年
1年 86.4% 特支
2年 70.9%
3年 93.5%
1年 82.2%
2年 88.2%
3年 76.5%
1年 78.4%
2年 76.3%
3年 82.9%
相談学級 62.5%
1年 85.7%
2年 71.9%
3年 79.1%
1年 90.8%
2年 78.3%
3年 67.0%
特支 86.3%
1年 63.2%
2年 60.6%
3年 50.4%
1年 91.2%
2年 83.9%
3年 78.5%
特支 63.2%
1年 95.7%
2年 86.5%
3年 80.2%
1年 88.6%
2年 95.6%
3年 85.5%
1年 72.8%
2年 68.2%
3年 57.4%
特支 57.9%
1年 80.1%
2年 83.2%
3年 82.6%

１２月
（２校）

82.0%

１月
（２校）

83.2%

87.5%

89.6%

66.0%

81.5%

78.9%

79.4%

79.5%

57.6%

参加率
（１２月実施予定校含む）

68.7%

75.3%

90.7%

89.0%
（予定）

85.0%
（予定）

鶴川

町田第一

忠生 未集計

未集計つくし野

79.5%

真光寺

成瀬台

79.5%

83.5%

町田第二

木曽

鶴川第二

金井

９月
（５校）

10月
（５校）

11月
（５校）

町田第三

南成瀬

山崎

小山

南大谷

小山田

南

堺

薬師



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市の中学校給食を 

１週間みんなで食べよう！

 

 給食費２食分を 

 無料でプレゼント！ 
無料試食会の翌週までに中学校給食の 

利用登録申込がある方が対象です。 

 

 

町田市教育委員会 

※写真はイメージです。無料試食会当日のメニューとは異なります。 

禅
寺
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太
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町田市中学校給食

 

参考１ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Q．無料試食会をやるのは、なぜ？ 

A．町田市の中学校給食は、市の栄養士が献立を立て、民間の調理業者が調理、配送を行っています。現在給食を利用

している人の割合は１割程度です。２０１７年に実施した中学校給食のアンケートで「給食を利用したい」と答えてい

る方は現状利用している割合よりも多くいますが、実際には給食を利用していない状況です。 

 今回は、現在の中学校給食を多くの生徒に実際に食べて知ってもらうため、無料試食会を企画しました。今後の改善

に活かすため、試食後にはアンケートにご協力をお願いします。 

Q．無料の試食会には、全員参加するの？ 

A．食物アレルギー等の特別な理由がない方は、全日参加をお願いします。 

※中学校給食は、食物アレルギー対応をしていません。 

食物アレルギー等により、日を選んで参加を検討される方は、必ず裏面献立表で使用食材を 

ご確認ください。町田市の中学校給食を調理している施設では、他市の給食等と調理器具の 

区別をしていません。中学校給食における食物アレルギー等の対応についてご理解いただき 

ますようお願いいたします。影響が心配される方は町田市教育委員会保健給食課にお問い合 

わせください。 

 

 

 

Q．普段、給食を自動予約しているのですが、それでも申込書を提出するの？ 

A．普段、給食を自動予約している方も、「参加確認書」を提出してください。無料試食会の間は自動で予約が入りま

せん。「参加確認書」の「給食を食べます」の欄にチェックを入れて提出してください。 

Q．無料試食は、生徒だけなの？保護者も試食したいのですが？ 

A．保護者の方にも、無料で試食ができる機会を設けています。生徒用「参加確認書」とは別に、保護者用試食会の申

込みについてのご案内を配布しますので、ご確認の上、お申込みください。人数の制限がありますので、参加者多数の

場合は先着順になります。 

Q．試食会後は、どうなるの？ 

A．生徒にも保護者にもアンケートのご協力をいただき、 

その結果をこれからの改善に活かしていきます。 

Q．「給食費２食分プレゼント」とは？どうすればもらえるの？ 

A．各校の試食会翌週までに「中学校給食利用登録申請書」を提出した方に、システム上で２食分の給食費を無料でチ

ャージします。参加確認書と一緒にぜひ利用登録申請書をご提出ください。２食分の給食費は2020年 3月までの予

約に利用できます。利用するには、ご自身で給食の予約をすることが必要です。すでに利用登録済の方は「中学校給食

利用登録申請書」の提出は必要ありません。手続き不要で２食チャージいたします。 

Q．試食会後に給食を利用する場合はいくらかかるの？ 

A．食材費として１食あたり 310 円ご負担いただきます。（この他に調理配送費として、市では 1 食あたり 35２円

を負担しています。）低価格で栄養バランスがとれているので、試食会後もぜひ給食をご利用ください！  

お問い合わせ：町田市教育委員会保健給食課 電話：042-724-2177 FAX：050-3161-8681 

 給食を食べる 

いいチャンスだね！ 

 

保護者も試食できるのね！ 

この機会に、給食の利用について 

子どもと一緒に考えてみようかな。 

 栄養士が考えたバランス

の良い献立です！ 



中学校給食　学校別喫食率　　２０１９年度

町田第一中学校 10.6% 9.8% 未実施

町田第二中学校 13.5% 15.2% 9月

町田第三中学校 17.5% 18.8% 10月

南大谷中学校 9.0% 10.9% 10月

南中学校 14.2% 15.7% 9月

つくし野中学校 9.9% 8.4% 未実施

成瀬台中学校 9.0% 9.2% 11月

南成瀬中学校 6.0% 6.3% 11月

鶴川中学校 4.9% 4.1% 未実施

鶴川第二中学校 3.0% 3.6% 10月

薬師中学校 6.3% 5.7% 9月

真光寺中学校 5.5% 4.6% 11月

金井中学校 3.1% 4.8% 11月

忠生中学校 9.1% 9.0% 未実施

山崎中学校 14.2% 13.3% 11月

木曽中学校 7.6% 7.9% 9月

小山田中学校 4.3% 4.9% 10月

小山中学校 10.9% 11.9% 10月

堺中学校 13.3% 14.2% 9月

合計 9.1% 9.4%

※無料試食会期間中は喫食率集計に含めていません。

目標値（喫食率） 30% （年度末）

10月分
試 食 会
実施時期

　　　　　月
学校

4月分

参考２



 

 

 

 

 

ＩＣＴ教育フォーラムの開催について 

 

 

 

１ 目 的  ・町田市のＩＣＴを活用した教育の取組について、市内外に発信すると 

        ともに理解を深めてもらう。 

   ・町田市ＩＣＴ活用教育推進モデル校の取組等を紹介し、市内全小中学  

        校でのＩＣＴを活用した教育の推進につなげる。 

 

 

２ 主 催  町田市教育委員会 

 

 

３ 日 時 ２０２０年１月２５日（土）１０：００～１２：００（受付：９：３０） 

 

 

４ 会 場 町田市民フォーラム ３階 ホール 

 

 

５ 対 象 他市区町村教育委員会及び教員、市内教員など  （合計２００名程度） 

 

 

６ 内 容 【第１部】 

       ○産学官連携による町田市の教育の情報化事業の発表 

       ・町田市の取組（事業の概要）について 

       ・町田市の環境整備・構築、制度、規則などについて 

      【第２部】 

       ○G Suite for Education を活用した参加型のパネルディスカッション            

       ・町田市ＩＣＴ活用教育推進モデル校の取組について 

 

 

 ７ 周知方法  他市区町村教育委員会及び町田市立小・中学校への案内配布、ホーム 

        ページへの掲載により周知する。 

報告事項－３ 

（指導課） 



 

 

日時：２０２０年１月２５日(土）10:00～12:00 

                         （受付 9:30 より） 
会場：町田市民フォーラム ３階ホール 
    （原町田４－９－８ サウスフロントタワー町田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

内容 

主催：町田市教育委員会【担当・問い合わせ】指導課 TEL: 042—724—2867 

第 1部 

産学官連携による町田市の教育の情報化事業の発表 

第２部 

G Suite for Education を活用した参加型のパネルディスカッション 

【テーマ】「ICT を活用した新時代の学びと働き方改革 

         ～Chromebook の活用を通して～」 

東京学芸大学教育学部 
准教授 高橋 純 氏 

【経歴等】 

博士（工学）、中央教育審議会臨時委員（初等中等教育分科会）、 

文部科学省の「教育の情報化に関する手引」作成検討会委員、 

「学校業務改善アドバイザー」、「教職課程の目標設定に関するワ

ーキンググループ」委員等を歴任、第17回日本教育工学会研究

奨励賞受賞、日本教育工学会理事、日本教育工学協会副会長など 

町田市の新時代の学び 町田市の働き方改革 

参加申込み 
 

 

 

右記のＱＲコードより 

お申し込みください。 



 

 

 

 

 

「令和元年度東京都地域学校協働活動推進フォーラムin町田市」の開催について 

 
 
 １ 趣 旨  地域学校協働活動と学校運営協議会との一体的推進や「社会に開かれた 

教育課程」の実現が目指されていることから、町田市の優れた取組を都
内各地域の実態に応じた事業展開の参考とするため、広く他地域の行政
職員や統括コーディネーター等に向けて発信する。 

 
 
２ 主 催  東京都教育委員会 
 
 
３ 日 時 ２０２０年１月２８日（火）1３：３０～１６：３０（受付：１３：００） 
 
 
４ 会 場 ホテルラポール千寿閣 
 
 
５ 対 象 町田市：町田市立学校管理職・教員、ボランティアコーディネーター 
       東京都：各市町村立学校管理職・教員、統括コーディネーター    等 
                                  約２５０名 
                              
 

６ 内 容 第１部 

        〇町田市の取組パネル展示見学 

        〇町田市における取組紹介 

       第２部 

        〇基調提起 

        〇パネルディスカッション 
 

 
７ 周知方法 定例校長会での説明、町田市立小・中学校に案内を配布する。 

報告事項－４ 

（指導課） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 1 月 28 日（火曜日） 

午後 1 時 30 分から 4 時 30 分まで（受付：午後 1 時から） 

会場：ホテルラポール千寿閣（小田急線「町田駅」徒歩７分） 

□ 対象（定員 300 名）□  

（１）区市町村地域学校協働活動関係者 

①区市町村教育委員会担当者※ 

②統括コーディネーター 

 ※コミュニティ・スクール（学校運営協議会）担当含む 

（２）町田市教育委員会関係者 

①町田市立小中学校長 

②町田市学校支援ボランティアコーディネー

ター 

 

～子供たちの教育活動を豊かにする 

“学校運営協議会”と“地域学校協働活動”の一体的推進～ 

 

主催：東京都教育委員会 

 東京都教育員会では、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるしくみである「地域学校協働本部」の
設置・促進を通じて、学校支援活動をはじめ、地域と学校が連携・協働し行う区市町村の地域学校協働活
動を支援しています。 

 区市町村における地域学校協働活動の推進の今日的な課題のひとつ
は、「学校運営協議会と地域学校協働活動との一体的推進」です。地域
学校協働活動の円滑かつ効果的な実施を目的とする社会教育法の改正
や、各教育委員会に対して「所管する学校に学校運営協議会を設置する」
ことの努力義務を課すとした地教行法の改正などが、平成 29 年 3 月 31
日に公布され、同年 4月 1日から施行されています。 

 今回のフォーラムでは、平成 20年度から学校支援のコーディネータ
ー配置を進め、令和 3年度から学校運営協議会設置を計画している町田
市教育委員会の取組に学びつつ、「社会に開かれた教育課程」の実現に
向けて、地域住民等の側からだけではなく、学校関係者の視点を加味し
た、学校と地域との連携協働の推進について考えます。 



□ プログラム □  

第１部 町田市における地域学校協働活動の展開 

13:00-13:30 受付（町田市の取組パネル展示見学） 

13:30 開会・主催者挨拶 

13:40 取組紹介「町田市における地域学校協働活動のこれまで、そしてこれから」 

 町田市教育委員会指導課 指導主事ほか 

14:20 休憩（町田市の取組パネル展示見学） 

第２部 「一体的推進」は、何を目指すのか 

14:35 基調提起「なぜいま、コミュニティ・スクールなのか～学校運営協議会と地域学校協働活動

の一体的推進～」 

 文部科学省総合教育政策局地域学習推進課地域学校協働活動推進室長 岡 貴子 

15:10 パネルディスカッション「学校の“受援力” を高め、地域の“応援力”生かすために」 

「結局学校がやることが増えるだけでは？」学校からは不安の声が聞こえてきます。学校と地域の連携・協働が目
指し、何をもたらしているのか。「いまや連携・協働はなくてはならないもの」とする経験をヒントに考えます。 

○コーディネーター 

笹井宏益（玉川大学 学術研究所教授） 

文部省生涯学習局地域学習活動推進室長、国立教育政策研究所生涯学習政策研究部部長等を経て現職。東京都教育
委員会「チーム学校の在り方に関する検討会」委員、東京都生涯学習審議会会長。 
○パネラー 

小正和彦（横浜市立みなとみらい本町小学校 校長） 

中教審生涯学習分科会専門委員、文部科学省「地域と学校の連携・協働に向けたガイドライン策定に向けた有識者
ヒアリング」等に携わる。前任校幸ヶ谷小学校及び現任校において、コミュニティ・スクールを設置。 

金山滋美（八王子市立松木中学校運営協議会 会長） 

PTA 会長を契機に、市立中学校 PTA 連合会会長、東京都公立中学校 PTA 協議会副会長、八王子市教育委員会委員を
歴任。学校支援コーディネーターの経験もある。八王子市学校運営協議会情報連絡会代表。 

金木圭一（町田市教育委員会指導室長兼指導課長） 

東京都公立小学校教員、江戸川区教育委員会指導主事、練馬区立小学校副校長、練馬区教育委員会統括指導主事、
副参事（教育政策特命担当）を経て現職。 

16:30 閉会 

□ 会場 □  

ホテルラポール千寿閣（町田駅徒歩 10 分） 

 

□ 申込み・問合せ先 □  

各教育委員会で取りまとめ、別紙「令和元年度フォーラム出欠調査票」にて、東京都教育庁地域教育支援部

生涯学習課までお申込み下さい。（令和２年１月１４日火曜日必着） 

※応募状況に応じて、各区市町村の参加者数の調整を行います。 

東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課 地域学校協働活動推進事業担当 

電話 03-5320-6859 メールアドレス ml-sy-gakosien@section.metro.tokyo.jp 

JR 横浜線「町田駅」下車、南口より徒歩 3 分 

小田急線「町田駅」下車、丸井方面出口 7 分 



 

 
「第８回生涯学習センターまつり」の実施報告について 

 

 

１ 実施日  ２０１９年１０月２５日（金）・２６日（土）・２７日（日） 

       ※金曜日１３時～１７時、土曜日・日曜日１０時～１７時 

 

 

２ テーマ 「キラリ‼ 輝く つながる 仲間の輪」 

 

 

３ 参加団体等内訳 

 ２０１９年度 ２０１８年度 

発表の部 ２６団体 ２５団体 

展示・模擬店の部 ２１団体 ２０団体 

ワークショップ ３団体 ２団体 

合計 ５０団体 ４７団体 

 

 

４ 来館・参加者数 

 ２０１９年度 ２０１８年度 

来館・参加者数 

（準備、片付け、展示・

発表参加者など含む） 

 

２，４６１人 ２，４０８人 

企画・運営委員会             委員１２人 全１６回開催 

実行委員会（参加団体代表各１人で結成）    ４７人 全 ３回開催 

 

 
 

【発表の部】 

金曜日  ３団体 学習発表、合唱、ハワイアンバンド 

土曜日 １２団体 和太鼓、マジック、手話ダンス、ロコモ予防体操 ほか 

日曜日 １１団体 大正琴、詩吟、フラダンス、ファッションショー ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

報告事項－５ 

（生涯学習センター） 



 

【展示・模擬店の部】 

３日間   ２１団体 エッセイ、折り紙、書道、水墨画、写真、盆栽展示、 

絵手紙、陶芸、切り絵、陶器、木工、学習活動発表 ほか  

※模擬店は日曜日のみ 喫茶（コーヒー、紅茶、ホットケーキ）、防災食体験 

 

 

 

【ワークショップ】 

金曜日～日曜日 ロコモ度体力測定と真向法体操体験 

土曜日・日曜日 ホットリボンアートで体験、押し花でコースター作り 

 

 
 

 



 

 

【オープニングイベント】 

金曜日 ハートフルライブ（池田公正＆お洒落倶楽部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【生涯学習センター ボランティアバンク実演】 

  金曜日 科学工作パフォーマンス「ヘロンの噴水」、子ども向けプログラミング講座 

  土曜日 糸絵ストリングデザイン、フォトフレーム押し花アート 

  日曜日 ハロウィンリースをつくろう 
  

 

【フィナーレ】 

日曜日 みんなで合唱（指導：アンサンブルエオリア） 

エイサー（演舞：町田琉） 



 

 
「第１３回文学館まつり」の実施報告について 

 

１ 実施日時  ２０１９年１０月２７日（日）１０時～１６時 

       

２ 趣  旨  「文学館まつり」は、市民文学館を多くの方々に知っていただくととも

に、地域との交流を深める機会を作ることを目的として、地元組織と協働

して開催しているものです。 

第１３回となる１０月２７日の当日は、「町田時代祭り２０１９」や「第

２１回ゆうゆう版画美術館まつり」「第８回生涯学習センターまつり」も開

催されました。昨年と同様に、文学館通りを９時３０分から１５時３０分

まで歩行者天国としました。歩行者天国となった文学館通りを時代行列が

通りました。 

また、２６日には前日祭として１５時からマンドリンコンサートを開催

いたしました。 

 

３ 来場者数   

   ２０１９年度（第１３回）   ２０１８年度（第１２回） 

      ３，５０２人      ４，０００人 

 

４ 運 営   文学館まつり実行委員会（原町田四丁目第二町会、原町田四丁目第二地

区街づくりの会、文学館通り商店会、文学館通りを考える会、町田市民文

学館ことばらんど） 

 

５ 内 容  【前日祭】 

●文学館２階 

マンドリンコンサート（岩田マンドリーノ・シンフォニカ） 

        

【当日】 

        ●文学館１階  

開会式（和太鼓演奏） 

         ヨーヨー釣り 

         鉄道模型展示 

キッズスペース・おはなし会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項―６  

（図書館） 



 

        ●文学館２階 

「白洲正子のライフスタイル」展 

         映画上映会「ジョゼと虎と仲間たち」 

         「薩摩琵琶で聞く『平家物語』の世界」（友吉鶴心） 

         「ハロウィンおばけのお面づくりでゴーゴーゴー」（中垣ゆたか） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●文学館３階 

         笠着連句・連句ワークショップ 

         パネル展示（文学館通りを考える会） 

         占いの部屋 

         折り紙サロン 

         リサイクル本配布 

         生け花 

「言の葉 音ノ葉 エトセトラ」（「ことば」の音楽・アートイベント） 

           

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●文学館外 

         まちベジ（町田産野菜の販売） 

模擬店（飲食物・文具の販売ブース） 

         フェイスペインティング 

         文学フリーマーケット町田 

         野外ライブ（文学館ステージ、ディスクユニオン前ステージ） 

          

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ●スタンプラリー 

３まつり参加者に缶バッチ配布（文学館まつり、ゆうゆう版画美術館  

まつり、町田時代祭り） 

 



 

「三島由紀夫展―「肉体」という second language」の開催について 

 

１ 主  催：町田市民文学館ことばらんど 

  監  修：佐藤秀明（三島由紀夫文学館長） 

  特別協力：山中湖文学の森 三島由紀夫文学館 

 

２ 開催場所：町田市民文学館ことばらんど 2 階展示室 

 

３ 開催期間：2020 年 1 月 18 日（土）～3月 22 日（日）[55 日間] 10 時～17 時 

月曜日（2月 24 日は開館）、第 2木曜日は休館 

    

４ 観 覧 料：無料 

 

５ 開催趣旨： 

文学館では、2019 年度秋季展覧会から 2020 年度夏季展覧会まで、東京２０２０オリン

ピック・パラリンピック競技大会との関連を意識したテーマで展覧会を企画しています。

オリンピック憲章では「オリンピズムは肉体と意思と精神のすべての資質を高め、バラ

ンスよく結合させる生き方の哲学である」と謳われていますが、この哲学は、没後 50 年

を迎える作家・三島由紀夫（1925～1970）の人生にも通底するものでした。 

幼少のころより虚弱体質で、作家となってからも健康への不安と肉体的コンプレックスに悩ま

されていた三島は、30 歳からボディビルを始めます。肉体改造に取り組み、外国語を学ぶように

肉体と向き合ううちに、それまでの抒情的な作風から脱却し、『金閣寺』『鏡子の家』『憂国』など

の代表作を次々と発表。作家としての充実期を迎えます。やがて健康を目指すために作られた

肉体は、三島が心の深部で願う「悲劇」を実現するためのものとなっていきました。 

本展では、「肉体」をキーワードに三島作品を紐解き、三島由紀夫の生涯に迫ります。また、

1964 年のオリンピックの際に三島が執筆した開会式や各競技の観戦記をご紹介するコーナー

も設け、作家の言葉から先の東京オリンピックを回顧します。 

 

６ 関連事業： 

◆講演会 

「三島由紀夫という謎」／講師：高橋睦郎（詩人） 

「肉体のことば―三島由紀夫の本心／講師：佐藤秀明（本展監修、三島由紀夫文学館長） 

◆トークイベント 

「担当編集者としてみた三島由紀夫の一面」／講師：藤田三男（元担当編集者） 

◆朗読会 

「橋づくし」／朗読：阿南京子（エフエムさがみパーソナリティー） 

◆映画上映会 

「炎上」 

「剣」 

◆展示解説 

 

※内覧会：1月 17 日（金）15：00～16：00 

報告事項－７ 

（図書館） 
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饒
の
海
』四
部
作
、戯
曲
に『
鹿
鳴
館
』『
サ
ド
公
爵
夫
人
』等
。

関連イベント
［申込方法］①電話の場合…町田市イベントダイ
ヤル（042-724-5656）へ／②ウェブの場合…町
田市HP「イベシス」へ
講演会

1｜「三島由紀夫という謎」
講師＝高橋睦郎（詩人） 
日時＝1月26日［日］ 14：00～15：30
会場＝ 町田市民フォーラム3階ホール 
 （町田市原町田4-9-8）
定員＝180名（申込順）
申込開始＝12月19日［木］正午から
イベントコード＝191219A

2｜「肉体のことば─三島由紀夫の本心」
講師＝佐藤秀明（本展監修、三島由紀夫文学館館長）
日時＝2月15日［土］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝80名（申込順）
申込開始＝1月9日［木］正午から 
イベントコード＝200109B
トークイベント

「担当編集者としてみた 
三島由紀夫の一面」
講師＝藤田三男（元担当編集者） 
日時＝3月8日［日］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝60名（申込順）
申込開始＝2月6日［木］正午から 
イベントコード＝200206B
朗読会

「橋づくし」
朗読＝阿南京子（エフエムさがみパーソナリティー）
日時＝2月24日［月・振休］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝60名（先着順）
申込不要＝直接会場にお越しください
映画上映会

1｜「炎上」（原作：『金閣寺』、監督：市川崑、主演：市川雷蔵）
日時＝2月9日［日］ 14：00～15：50
会場＝町田市民フォーラム3階ホール（町田市原町田4-9-8）
定員＝180名（申込順）／申込開始＝1月9日［木］正午から 
イベントコード＝200109A

2｜「剣」（監督：三隅研次、主演：市川雷蔵）
日時＝3月1日［日］14：00～15：50
会場＝町田市民文学館2階大会議室／定員＝60名（申込順）
申込開始＝2月6日［木］正午から／イベントコード＝200206A
展示解説

日時＝ 1月25日［土］、2月11日［火・祝］、3月22日［日］ 
 いずれも14：00～（40分程度）
申込不要＝直接町田市民文学館2階展示室にお越しください
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愛用の剣道着

　没
後
50
年
を
迎
え
る
現
在
ま
で
、世
界
中
で
読

み
継
が
れ
て
い
る
作
家
・
三
島
由
紀
夫
の
文
学
展

を
開
催
し
ま
す
。

　少
年
期
か
ら
類
ま
れ
な
文
学
の
才
能
を
発
揮
し
、

川
端
康
成
の
支
持
を
受
け
て
戦
後
文
壇
に
登
場
し

た
三
島
は
、『
仮
面
の
告
白
』
で
職
業
作
家
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
ま
す
。初
期
作
品
に
肉
体
の
存
在

感
が
稀
薄
だ
っ
た
の
は
、生
来
繊
弱
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
、常
に
健
康
へ
の
不
安
と
肉
体
的
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
30
歳
で
の
ボ
デ
ィ
ビ
ル
と
の
出
会
い
が
、

「
福
音
が
訪
れ
た
」
と
表
す
ほ
ど
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
ま
す
。
肉
体
改
造
に
取
り
組
み
、外
国
語

を
学
ぶ
よ
う
に「
肉
体
」
と
向
き
合
う
う
ち
に
、他

者
と
自
分
の
現
実
感
覚
の
一
致
を
確
信
し
、『
金
閣

寺
』『
鏡
子
の
家
』『
憂
国
』
な
ど
の
代
表
作
を
次
々

に
発
表
。作
家
と
し
て
の
充
実
期
を
迎
え
ま
す
。
や

が
て
健
康
を
目
指
す
た
め
に
鍛
え
ら
れ
た
肉
体
は
、

作
品
に
も
繰
り
返
し
描
か
れ
た
、三
島
が
心
の
深

部
で
願
う「
悲
劇
」
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
と
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。本
展
で
は
、
こ
の「
肉
体
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、自
筆
原
稿
や
創
作
ノ
ー
ト
、書
簡
な

ど
か
ら
、三
島
作
品
を
紐
解
き
ま
す
。

　ま
た
、三
島
は
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
際
に
新
聞
社
の
特
派
員
と
な
り
、開
会
式
や

各
競
技
の
観
戦
記
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。会
場
内

に
は
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、作
家

の
言
葉
か
ら
先
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
回
顧
し

ま
す
。

三
島
由
紀
夫（
み
し
ま 

ゆ
き
お
）﹇
1
9
2
5-

1
9
7
0
﹈東
京
生
ま
れ
。本
名
・
平
岡
公き
み

威た
け

。東
京
大
学
法
学
部
卒
。学
習
院
中
等
科
在
学
中

の
16
歳
で『
花
ざ
か
り
の
森
』
を
発
表
し
、文
壇
か
ら
注
目
さ
れ
る
。主
な
小
説
に『
潮
騒
』（
第
1
回
新
潮
社
文
学
賞
受
賞
）、『
金
閣
寺
』（
第
8
回
読
売
文
学
賞
受
賞
）、

『
豊
饒
の
海
』四
部
作
、戯
曲
に『
鹿
鳴
館
』『
サ
ド
侯
爵
夫
人
』等
。

関連イベント
［申込方法］①電話の場合…町田市イベントダイ
ヤル（042-724-5656）へ／②ウェブの場合…町
田市HP「イベシス」へ
講演会

1｜「三島由紀夫という謎」
講師＝高橋睦郎（詩人） 
日時＝1月26日［日］ 14：00～15：30
会場＝ 町田市民フォーラム3階ホール 
 （町田市原町田4-9-8）
定員＝180名（申込順）
申込開始＝12月19日［木］正午から
イベントコード＝191219A

2｜「肉体のことば─三島由紀夫の本心」
講師＝佐藤秀明（本展監修、三島由紀夫文学館館長）
日時＝2月15日［土］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝80名（申込順）
申込開始＝1月9日［木］正午から 
イベントコード＝200109B
トークイベント

「担当編集者としてみた 
三島由紀夫の一面」
講師＝藤田三男（元担当編集者） 
日時＝3月8日［日］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝60名（申込順）
申込開始＝2月6日［木］正午から 
イベントコード＝200206B
朗読会

「橋づくし」
朗読＝阿南京子（エフエムさがみパーソナリティー）
日時＝2月24日［月・振休］ 14：00～15：30
会場＝町田市民文学館2階大会議室 
定員＝60名（先着順）
申込不要＝直接会場にお越しください
映画上映会

1｜「炎上」（原作：『金閣寺』、監督：市川崑、主演：市川雷蔵）
日時＝2月9日［日］ 14：00～15：50
会場＝町田市民フォーラム3階ホール（町田市原町田4-9-8）
定員＝180名（申込順）／申込開始＝1月9日［木］正午から 
イベントコード＝200109A

2｜「剣」（監督：三隅研次、主演：市川雷蔵）
日時＝3月1日［日］14：00～15：50
会場＝町田市民文学館2階大会議室／定員＝60名（申込順）
申込開始＝2月6日［木］正午から／イベントコード＝200206A
展示解説

日時＝ 1月25日［土］、2月11日［火・祝］、3月22日［日］ 
 いずれも14：00～（40分程度）
申込不要＝直接町田市民文学館2階展示室にお越しください

『太陽と鉄』初版本のみ当館蔵、その他は三島由紀夫文学館蔵

言
葉
が
先
に
あ
ら
は
れ
て
、

次
に
言
葉
に
蝕
ま
れ
た
肉
体
が
あ
ら
は
れ
た
―「
太
陽
と
鉄
」よ
り

『仮面の告白』限定本
（1971年／講談社） 
『黒蜥蜴』限定本
（1970年／牧羊社）　

〒
1
9
4
･
0
0
1
3
東
京
都
町
田
市
原
町
田
4
･
16
･
17  

電
話
0
4
2
･
7
3
9
･
3
4
2
0

　フ
ァ
ッ
ク
ス
0
4
2
･
7
3
9
･
3
4
2
1

J
R
横
浜
線「
町
田
駅
」
タ
ー
ミ
ナ
ル
口
か
ら
徒
歩
8
分 

・
小
田
急
線「
町
田
駅
」東
口
か
ら
徒
歩
12
分

愛用の剣道着

『太陽と鉄』
原稿および初版本

（1968年／講談社）
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